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矢板市地域包括支援センター重要事項説明書 

 

当事業所は下記のとおり介護保険の指定を受けています。 

 ◇指定介護予防支援 介護保険事業所番号 ０９０１１０００４０ 栃木県 

  当事業所は利用者に対して、下記のサービスを提供します。事業者の概要 

サービスの内容、契約等次のとおりご説明します。 

 

１ 事業者 

（１）名  称     矢板市地域包括支援センターすえひろ 

（２）所 在 地     栃木県矢板市末広町４５番地３ 

（３）電話番号     ０２８７－４７－７００５ 

（４）代表者氏名   医療法人社団為王会  理事長 尾形 享一 

（５）設立年月日   平成３０年４月１日 

２ 事業所の概要 

（１）事業の目的 

   ○介護保険法等の関係法令に従い、要支援状態にある利用者に対し、適切な介

護予防サービス等を利用できるよう、サービス事業者等との連絡調整を行い、

利用者に適正な介護予防支援及び介護予防ケアマネジメントを提供する事

を目的とします。 

（２）運営方針 

   ○利用者の心身の特性をふまえてその利用者が可能な限り居宅において自立

した日常生活が営めることが出来るよう配慮を行います。 

   ○関係市町村、地域の保健・医療・福祉サービス等との綿密な連携を図り、総

合的な支援に努めるものとします。 

３ 職員の配置状況 

（１）主任介護支援専門員（管理者） １名 （医療法社団為王会内） 

（２）保健師            ０名 （    〃    ） 

（３）社会福祉士          ２名 （    〃    ） 

（４）介護支援専門員        ０名 （    〃    ） 

（５）社会福祉主事         ０名 （    〃    ） 

（６）看護師            １名 （    〃    ） 

（７）事務職員           ０名 （    〃    ） 

４ 営業日及び営業時間 

   月曜日～金曜日 午前８時３０分～午後５時３０分 

   （土・日・祝日および１２月２９日～１月３日を除く） 

５ 介護予防支援及び介護予防ケアマネジメントの提供方法、内容 

（１）介護予防サービス・支援計画書等の作成 
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（２）介護予防サービス事業者等との連絡・調整～利用者の同意を得て便宜を提供 

（３）介護保険給付管理の代行～国民健康保険団体連合会又は市町村へ報告 

（４）要介護認定（又は認定区分変更）等の申請の援助～申請に必要な記録、資料を

利用者へ提供 

６ 利用料 

基本的に利用者負担はありませんが、保険料の滞納等により利用者負担が発生

する場合もあります。 

７ 業務の委託 

   当事業所では、介護予防支援及び介護予防ケアマネジメントを指定居宅介護支

援事業所に委託する場合があります。利用者の介護予防サービス・支援計画の作

成を担当する指定居宅介護支援事業所については、利用者と協議の上、決定しま

す。 

   委託の実施にあたっては、当事業所と同様、契約書に定める守秘義務を守りま

す。 

８ 通常事業の実施区域 

   矢板市第２圏域 

    片岡地区、矢板地区東部の行政区（矢板 5・6区、末広町、針生、中、東町、 

早川町、沢、豊田、成田、ハッピーハイランド矢板） 

９ 資料の提供について（秘密の保持） 

  ○介護予防サービス・支援計画の作成にあたり、要介護等認定に関する資料を提

供していただきます。 

  ○提供を受けた資料に関しては厳重に管理、保管し他の目的で使用いたしません。 

  ○職員は業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持します。 

  ○職員であった者に、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持させるた

め、職員でなくなった後においてもこれらの秘密を保持すべき旨を、職員との

雇用契約の内容とします。 

１０ 高齢者虐待防止について 

    事業者は、利用者等の人権の擁護・虐待の発生又はその再発を防止するため

に、次に掲げるとおり必要な措置を講じます。 

  ○虐待防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催し、その結果について

従業者に周知徹底を図ります。 

  ○虐待防止のための指針を整備します。 

  ○虐待防止のための研修を定期的に実施します。 

  ○虐待防止に関する責任者を選定します。 

１１ 身体的拘束等の原則禁止について 

  ○事業所は、利用者又は他の利用者等の生命又は身体を保護するため緊急やむを

得ない場合を除き、身体拘束その他の利用者の行動を制限する行為（以下「身

体的拘束等」という。）を行いません。 



 3 

  ○緊急やむを得ず身体的拘束等を行う場合には、その態様及び時間、その際の利

用者の心身の状況並びに緊急やむを得ない理由など必要な事項を記録します。 

１２ 感染症の予防及びまん延の防止について 

    事業所において感染症が発生し、又はまん延しないように、次に掲げる措置

を講じます。 

  ○事業所における感染症の予防及びまん延の防止のための対策を検討する委員

会を概ね６月に１回以上開催するとともに、その結果について、従業者に周知

徹底します。 

  ○事業所における感染症の予防及びまん延防止のための指針を整備します。 

  ○従業者に対し感染症の予防及びまん延防止のための研修及び訓練を定期的に

実施します。 

１３ 業務継続計画の策定について 

  ○感染症や非常災害の発生時において、利用者に対する指定介護予防支援の提供

を継続的に実施するための、及び非常時の体制で早期の業務再開を図るための

計画（業務継続計画）を策定し、当該業務継続計画に従って必要な措置を講じ

ます。 

  ○従業者に対し業務継続計画について周知するとともに、研修及び訓練を定期的

に実施します。 

  ○定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行

います。 

１４ 苦情申し立ての制度 

（１）当事業所のケアマネジメントに対する苦情には矢板市地域包括支援センター

管理者をはじめとして、適切に対応をしますが、なお苦情ある場合は国民健康

保険団体連合会、又は市へ申し立てが行えます。 

（２）介護予防サービス・支援計画に基づき依頼したサービス事業者等に対する苦情

には、当事業所が適切に対応しますが、なお苦情ある場合は国民健康保険団体

連合会、又は市へ申し立てが行えます。 

サービス内容に関する苦情の申し立て先 

（１）当事業所相談窓口     矢板市地域包括支援センターすえひろ 

                 電話番号 ０２８７－４７－７００５ 

（２）行政の窓口        矢板市高齢対策課 

                 電話番号 ０２８７－４３－３８９６ 

（３）国民健康保険団体連合会  栃木県国民健康保険団体連合会 

                 電話番号 ０２８－６２２－７２４２ 

１５ 事故発生時の対応 

（１）事故が発生した場合は、ただちに担当者が利用者と連絡を取り、直接伺う等し

て詳しい事情を聞き、事実関係を確認します。 

（２）担当者は、速やかに管理者に報告し、必要があると判断した場合は、検討会議
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を開き、速やかに具体的な対応を講ずることとします。 

（３）記録を台帳に保管し再発防止に役立てます。 

（４）国民健康保険団体連合会などから質問や照会があった場合は、速やかに回答し、

必要な調査には協力するとともに、指導・助言を受けた場合はそれに従い改善

を行います。 

 

 以上のとおり、介護予防支援及び介護予防ケアマネジメントの提供にあたり、本書

面に基づき、重要事項などの説明を行いました。 

 

説明者 

  矢板市地域包括支援センターすえひろ 

 

  氏名              ㊞ 

 

 

 

 

 私は、本書に基づいて、重要事項の説明を受け介護予防支援及び介護予防ケアマネ

ジメントの提供開始に同意します。 

 

 令和   年   月   日 

 

 【利 用 者】 

      住 所  栃木県矢板市                

  

      氏 名                      ㊞ 

【利用者の家族】 

     住 所                        

 

     氏 名                      ㊞ 

 

 


